
フードバンク活動での共通課題 
 

 ①インフラ整備（事務所・倉庫・配送用車両等）  

 

  ②人手不足 (ボランティア) 

 

  ③運営費の不足 

  

  ④ノウハウの不足 

 

  ⑤認知度不足  

 

⑥食品寄贈に伴う法的リスク 

 

⑦行政との連携不足  



          活動拠点 横須賀市での課題（フードバンク活動） 

 

 〇 食支援対象者の拡大 ；これからは年金暮らしの独居老人と、ひとり親世帯

（女性）への食支援が中心になる 

  ・横須賀市の総人口の減少  428,645人 → 376,847人 （2000 年 Vs 2023年） 

     （基幹企業の撤退、20～30歳代の東京・川崎・横浜への転出が増加） 

  ・横須賀市の高齢者の増加      74,760人 → 124,423人（高齢化率 31.8%） 

                             （2000 年 Vs 2020年）  

  ・横須賀市の一人暮らし高齢者   9,600人  →   10,400人 (2013年 Vs 2019 年)  

・横須賀市のひとり親世帯の増加 9,535人 →  13,189 人（1990 年 Vs 2020年） 

                      出所：国税調査、横須賀市都市政策研究所   

  〇 行政・社会福祉協議会との連携強化が必要です 

          横須賀市・三浦市・逗子市の福祉課、市社協・地区社協等 


